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0. イントロダクション
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■
エルサレム

ニネベ
■

バビロン
■

エジプト

新バビロニア
帝国

ペルセポリス
■

第一次捕囚後に、エジプトを侵略
第三次捕囚で、エルサレムを完全に破壊



■著者 …ダニエル

■場所 …バビロン

■時代 …バビロン～ペルシャまで(約70年間)

■構成 …1～6章は歴史、7～12章は預言が中心

■言語 …1章 ヘブル語
…2～7章 アラム語(異邦人が対象)
…8～12章 ヘブル語(イスラエル対象)

ダニエル書について



■捕囚民から、ダニエルと3人が選出。
バビロニア王ネブカドネツァルに仕えることに。

■誰も解き明かせなかった王の夢を
ダニエルが解き明かし、バビロンで高位に就く。

■ハナンヤ、ミシャエル、アザルヤの3人は、
バビロン州のいくつかの行政区の長に。

(捕囚民の滞在地)

前回までのあらすじ



Ⅰ. 金の像 ダニエル書 3章1～6節
ユーフラテス川



金の像 建てられた像 ダニエル3:1
ネブカドネツァル王は金の像を造った。そ
の高さは六十キュビト*、その幅は六キュビ
ト*であった。彼はこれをバビロン州のドラ
の平野に建てた。

＊6は、バビロン的数字。666＝反キリスト
＊高さ26.4ｍ、幅2.6ｍ
…奈良の大仏(高さ15ｍ)、鎌倉(11ｍ)

■2章の夢(継ぎはぎの像)への反発？!
背景に、エルサレム陥落？!



金の像 王の命令 ダニエル3:2
そして、ネブカドネツァル王は人を遣わし
て、太守、長官、総督、参議官、財務官、
司法官、保安官、および諸州のすべての高
官*を召集し、ネブカドネツァル王が建てた
像の奉献式に出席させることにした。

＊行政機関の長たち
知者ダニエルは招集の対象外？

■ハナンヤ、ミシャエル、アザルヤは、
バビロン州内の行政区の長



金の像 招集 ダニエル3:3
そこで太守、長官、総督、参議官、財務官、
司法官、保安官、および諸州のすべての高
官は、ネブカドネツァル王が建てた像の奉
献式に集まり、ネブカドネツァルが建てた
像の前に立った。

■永遠に王の権威が輝き続ける、
王と王国の繁栄を象徴

■王の権威を高め、
民の忠誠を強めるための像。



金の像 合図 ダニエル3:3～5
伝令官は力強く叫んだ。「諸民族、諸国民、
諸言語の者たちよ。あなたがたはこう命じ
られている。
あなたがたが角笛、二管の笛、竪琴、三角
琴、ハープ、風笛、および、もろもろの楽
器*の音を聞いたときは、ひれ伏して、ネブ
カドネツァル王が建てた金の像を拝め。｣

＊ありったけ楽器を集めた(同じ表現が4回)
■あらゆる楽器が同時に鳴らされた瞬間が、
金の像を礼拝する時!!



金の像 火の燃える炉 ダニエル3:6～7
｢ひれ伏して拝まない者はだれでも、即刻、
火の燃える炉*に投げ込まれる。」
それで、すべての民が角笛、二管の笛、竪
琴、三角琴、ハープ、および、もろもろの
楽器*の音を聞いたとき、諸民族、諸国民、
諸言語の者たちは、ひれ伏して、ネブカド
ネツァル王が建てた金の像を拝んだ。

＊2回目
＊像と同じ場所に設置。鋳造炉を転用？



Ⅱ. 炉に投げ込まれた3人 ダニエル書3章7～23節
ユーフラテス川



迫害 企み ダニエル3:8～11
このため、この機会に*、あるカルデア人たち
が進み出て、ユダヤ人たちを中傷して言った。
彼らはネブカドネツァル王に告げた。「王よ、
永遠に生きられますように。
王よ。王は『角笛、二管の笛、竪琴、三角琴、
ハープ、風笛、および、もろもろの楽器の音*
を聞く者は、すべてひれ伏して金の像を拝め。
ひれ伏して拝まない者はだれでも、火の燃える
炉の中へ投げ込め』と命令されました。

＊3回目 ＊ユダヤ人を貶める機会を待望!!



迫害 告発 ダニエル3:12～13
あなたがバビロン州の行政をつかさどらせた何
人かのユダヤ人がおります。シャデラク、メ
シャク、アベデ・ネゴです。王よ。この者たち
はあなたを無視して、あなたの神々に仕えず、
お建てになった金の像を拝みもいたしません」
ネブカドネツァルは怒り狂い、シャデラク、メ
シャク、アベデ・ネゴを連れて来るように命じ
た。それでこの三人は王の前に連れて来られた。



迫害 再度の機会 ダニエル3:14～15
ネブカドネツァルは彼らに対して言った。
「シャデラク、メシャク、アベデ・ネゴよ。お
まえたちは私の神々に仕えず、また私が建てた
金の像を拝みもしないというが、本当か。
今、もしおまえたちが、角笛、二管の笛、竪琴、
三角琴、ハープ、風笛、および、もろもろの楽
器*の音を聞いたとき、ひれ伏して、私が造っ
た像を拝むなら、それでよい。しかし、もし拝
まないなら、おまえたちは、即刻、火の燃える
炉の中に投げ込まれる。」

＊3度目 王の恩寵としての再度の機会



迫害 王の手からも ダニエル3:15～17
｢どの神が、私の手から*まえたちを救い出せる
だろうか。｣
シャデラク、メシャク、アベデ・ネゴは王に答
えた。「ネブカドネツァル王よ、このことにつ
いて、私たちはお答えする必要はありません。
もし、そうなれば、私たちが仕える神は、火の
燃える炉から私たちを救い出すことができます。
王よ、あなたの手からでも*救い出します。｣

■最高の権威は、バビロニア王の手*ではなく、
イスラエルの神の御手にある。



迫害 主の前の決意 ダニエル3:18
しかし、たとえそうでなくても*、王よ、ご承
知ください。私たちはあなたの神々には仕えず、
あなたが建てた金の像を拝むこともしません」

＊三人が助かるかどうかは、二の次

何より重大なのは、
主だけを拝むこと!!



迫害 王の裁き ダニエル3:19～20
すると、ネブカドネツァルは怒りに満ち、
シャデラク、メシャク、アベデ・ネゴに対す
る顔つきが変わった。彼は炉を普通より七倍
熱く*するように命じた。
また彼の軍隊の中の特に力の強い者たち*に、
シャデラク、メシャク、アベデ・ネゴを縛っ
て、火の燃える炉に投げ込むように命じた。

＊限界まで炉の温度を上げさせた
＊炉の温度と共に、王の怒りの激しさを象徴

王の権威による最大限の裁きが厳命された!!



迫害 炉の中へ ダニエル3:21～23
三人は、上着や下着やかぶり物の衣服を着たま
ま縛られ、火の燃える炉の中に投げ込まれた。
王の命令が急であり、炉が非常に熱かったので、
その炎はシャデラク、メシャク、アベデ・ネゴ
を持ち上げた者たちを焼き殺した*。
この三人、シャデラク、メシャク、アベデ・ネ
ゴは、縛られたままで、火の燃える炉の中に落
ちて行った。

＊屈強な兵士たちが近寄るだけで焼死!!

一体誰が無事でいられるのか!!



Ⅲ. 主なる神の奇跡 ダニエル書3章24～30節
ユーフラテス川



救い 驚く王 ダニエル3:24
そのとき、ネブカドネツァル王は驚いて急に
立ち上がり、顧問たちに尋ねた。「われわれ
は三人の者を縛って火の中に投げ込んだので
はなかったか。」彼らは王に答えた。「王様、
そのとおりでございます。」



救い 第四の者 ダニエル3:25
すると王は言った。「だが、私には、火の中
を縄を解かれて歩いている四人の者が見える。
しかも彼らは何の害も受けていない。第四の
者の姿は神々の子*のようだ。」

＊ベン・アラー …アラム語。ここだけ。
異邦人の王だから、こう呼んだ。

■四人目の正体は不明
天使なのか？ 受肉前のメシアなのか？



救い 炎の中から ダニエル3:26
それから、ネブカドネツァルは火の燃
える炉の口に近づいて言った。「シャデ
ラク、メシャク、アベデ・ネゴ、いと高
き神のしもべたちよ*、出て来なさい」
そこで、シャデラク、メシャク、アベ
デ・ネゴは火の中から出た。

＊“イライー(高き)”が、二度繰り返し。
“神々の中でも最高の神”のしもべ



救い 無傷の三人 ダニエル3:27
太守、長官、総督、王の顧問たちが集まり、
三人を見たが、火は彼らのからだに及んでお
らず、髪の毛も焦げず、上着も以前と変わら
ず、火の臭いも*彼らに移っていなかった。

＊燃えやすい髪も、一番外側の上着にも、
まったく焦げもなく、煙と火の匂いすら、
移っていなかった。



救い 恐れる王 ダニエル3:28
ネブカドネツァルは言った。
「ほむべきかな、シャデラク、メシャク、
アベデ・ネゴの神。神は御使いを送って、
このしもべたちを救い出された。王の命令に
背いて、自分たちのからだを差し出しても
神に信頼し、自分たちの神のほかはどんな神
にも仕えず、また拝まないこの者たちを。｣

■イスラエルの神に恐れを抱いた王
はたして、信仰にまで至るのか？



救い 王の命令 ダニエル3:29～30
｢それゆえ、私は命令する。諸民族、諸国民、
諸言語の者のうち、シャデラク、メシャク、ア
ベデ・ネゴの神に対して不敬なことを口にする
者はだれでも、八つ裂きにされ、その家はごみ
の山とされる。このように救い出すことのでき
る神は、ほかにないからだ。」
それから王は、シャデラク、メシャク、アベ
デ・ネゴをバビロン州で栄えさせた。

■三人は身をもって主を証しし、
王は、イスラエルの神に恐れを抱いた。



Ⅳ． まとめと適用 主の史上最大の奇跡の内に遣わされよう
ユーフラテス川



■イザヤ書43:1～4
だが今、【主】はこう言われる。ヤコブよ、あなたを創造した方、
イスラエルよ、あなたを形造った方が。
「恐れるな。わたしがあなたを贖ったからだ。わたしはあなたの名を
呼んだ。あなたは、わたしのもの。
あなたが水の中を過ぎるときも、わたしは、あなたとともにいる。
川を渡るときも、あなたは押し流されず、火の中を歩いても、あなた
は焼かれず、炎はあなたに燃えつかない。｣

イスラエルへの主の約束



■イスラエルは、海を渡ってエジプトを脱出し、
川を渡って約束の地に入った。

■度重なる敵の大軍(大水)、激しい侵略(火)からも守られた。

■都を滅ぼされて、捕囚となった異邦人の地で、
3人は、文字通り、業火からも守られた。

主がイスラエルを守られた

｢あなたは、わたしのもの。わたしは、あなたとともにいる｣



■70年のエルサレム陥落以降、何度も存亡の危機に!!
繰り返された、迫害、虐殺、逃亡…。
ホロコーストでは、全ユダヤ人人口の1/3が虐殺。

■奇跡的な建国(1948)。直後の第一次中東戦争。
完全に不意を襲われたヨムキプール戦争(第4次)。

■1,200名が虐殺された、10・7
それでも最悪の事態は防がれた。背後に迫っていた存亡の危機

主が今も守られ続けているイスラエル



■主はイスラエル(神が戦われる)の約束の神 イザヤ書43:3
わたしはあなたの神、【主】、イスラエルの聖なる者、あなた
の救い主であるからだ。
■主はイスラエルを愛している イザヤ43:4
わたしの目には、あなたは高価で尊い。わたしはあなたを愛し
ている。
■主の御名を諸国民に告げ知らせる イザヤ43:9,10
彼らが自分たちの証人を出して証言し、人々がそれを聞いて、
『本当だ』と言うようにせよ。
わたし、このわたしが【主】であり、ほかに救い主はいない。

主が奇跡を起こしても、イスラエルを守る理由



■奇跡を起こす主権は神にある
熱心に願ったからとか、信仰深いから、ではない。

■奇跡を起こされる二つの理由
➊預言者や使徒が語る内容・御言葉の保証(しるし)
➋神の威光を示す。

■主の奇跡は、人々に恐れを抱かせ、謙遜な者を救いに導く。
拒む者もいる。主の奇跡が人々を二分。 究極が終末

奇跡の原則を確認しよう



｢ 私たちが仕える神は、火の燃える炉から私たちを救い出すこと
ができます。王よ、あなたの手からでも救い出します。
しかし、たとえそうでなくても、王よ、ご承知ください。私た
ちはあなたの神々には仕えず、あなたが建てた金の像を拝むこと
もしません。ダニエル3:17～18」

■主に不可能はない。業火からも救い出せる。
■しかし、奇跡を起こすかどうかは、完全に主の主権。
迫害で死んだ者もいれば、救い出される者もいる。

主の奇跡に対する信仰者の態度

ただ主に従い、結果は主に委ねるだけ



■深刻な苦難の中で奇跡的な解決を求めたり、
重い病や障害を負って奇跡的治癒を願うのは当然のこと。
主は、私たちの祈りをすべて聞いてくださっている。

■奇跡をもって応えられるかどうかは、主の主権
全知全能の永遠の神の視点は、私たちとはまるで違う

■大切なのは、主の計画の進展。今の時代の計画は？
奇跡が起こらないなら、起こらない状況で用いられる。
例) 和実の用いられ方

奇跡が起こっても、起こらなくても



■メシアにしるしを求め続けた、イスラエルの指導者たち
都合の悪いしるしは拒み、滅びを招いた。

■奇跡を強く求めるあまり、
ただ自分の欲望の実現を求めるだけになっていないか？
例) 奇跡や癒やしのプログラム化は、主への背信行為

■全知全能の憐れみの主を信頼して、何でも思いを告白しよう。
｢たとえそうでなくても｣ 与えられた使命に邁進しよう。

私の願いの実現よりも大切なことを忘れずに



■主イエス・キリストは、十字架で死んで復活し、昇天された。

■異邦人の救いが満たされ、信じる者が携挙される。

■7年間の大患難。空前絶後の災厄と迫害の中、
かつてない規模で、異邦人が救われる。
イスラエルは、なお滅ぼされず、民族的救いに導かれる。

■主イエスが栄光の姿で、王として再臨、神の国を建てられる。
すべての信仰者は、栄光の体、永遠の命をあたえられる。

成し遂げられ、約束された奇跡をこそ、信頼しよう



■マルコ福音書 16:15
それから、イエスは彼らに言われた。
「全世界に出て行き、すべての造られた者に福音を宣べ伝えなさい｣

■Ⅰコリント1:22～23
ユダヤ人はしるしを要求し、ギリシア人は知恵を追求します。
しかし、私たちは十字架につけられたキリストを宣べ伝えます。

主に命じられた、私たちの使命を確認しよう



■イスラエルの存在は、それ自体が、神のしるし。
世界が保たれ、私が存在している。それ自体が、奇跡。

■最大の奇跡は、成し遂げられた、主の十字架と復活をもって。
主イエスは、信じる者を携挙され、世界を裁き、再臨される。

■滅びゆく私は、ただ福音を信じて救われた。
永遠に主の所有とされ、神の王国の民とされている。

★ 主の最大の奇跡を生きる者として ★

主の奇跡の福音をこそ、よろこび、告げ知らせていこう!!



「天のお父さま。わたしの罪をゆるしてください
わたしは、神のみ子イエス・キリストが、

①わたしの罪を贖うために十字架で死に、
②墓に葬られ、
③三日目に復活したこと、を信じます。

主による史上最大の奇跡は、すでに成し遂げられました。
主イエスは、再び来られ、すべての御業を完成されます。
はかりしれない主の奇跡の内に、私は今を生かされています。
この奇跡の福音を告げ知らせる者として遣わし用いてください。
主イエス・キリストのみ名によって祈ります。 アーメン｣

あがなつみ じゅうじか

はか ほうむ

ふっかつ

し

みっかめ しん

こかみ

てん とう つみ

しゅ いのな

つか

かんせい

しじょうさいだい

うちしゅ

こしゅ

きせき

わたし

な と

ふくいん

しゅ

いいま

つ し もの

ふたた みわざ

きせき

きせき もち


